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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月8日(2016.3.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像レンズを有し、可視光画像の撮像およびラマン散乱の測定が可能であるとともに、
可視光像の表示において前記ラマン散乱の検知部分を特定する重畳表示を行い、重畳表示
位置は、前記撮像レンズの状態に応じて行われることを特徴とする癌診断装置。
【請求項２】
　可視光域のフィルタおよびラマン散乱検出フィルタを設けたＣＩＧＳイメージセンサを
有し、前記撮像レンズにより結像される像を前記ＣＩＧＳイメージセンサで受けることに
よって前記可視光画像の撮像および前記ラマン散乱の測定を行うことを特徴とする請求項
１記載の癌診断装置。
【請求項３】
　前記ラマン散乱検出フィルタは、ラマン散乱光を選択的に透過させる測定用赤外フィル
タおよびラマン散乱光がない近接域の赤外光を選択的に透過させる参照用赤外フィルタを
含むことを特徴とする請求項２記載の癌診断装置。
【請求項４】
　可視光域の照明光源およびラマン散乱用光源を有し、前記ＣＩＧＳイメージセンサは前
記可視光域の照明光源および前記ラマン散乱用光源に基づきそれぞれ可視光像の撮像とラ
マン散乱の検出を行うことを特徴とする請求項２または３記載の癌診断装置。
【請求項５】
　前記可視光域の照明光源および前記ラマン散乱用光源は時分割で対象に照射されること
を特徴とする請求項４記載の癌診断装置。
【請求項６】
　前記可視光域の照明光源は時分割で点灯される複数色の光源を含み、前記可視光域のフ
ィルタはこれら複数色の光源の光をいずれも透過させることを特徴とする請求項４または
５記載の癌診断装置。
【請求項７】
　前記可視光域のフィルタは複数色を選択的に透過させることを特徴とする請求項４また
は５記載の癌診断装置。
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【請求項８】
　前記ラマン散乱検出フィルタを設けたＣＩＧＳイメージセンサの出力を基準値として記
憶する記憶部を有することを特徴とする請求項１から７のいずれかに記載の癌診断装置。
【請求項９】
　前記記憶部は、前記ラマン散乱検出フィルタを設けたＣＩＧＳイメージセンサによる複
数の測定値の平均値を基準値として記憶することを特徴とする請求項８記載の癌診断装置
。
【請求項１０】
　前記ＣＩＧＳイメージセンサによる可視光像の撮像とラマン散乱の検出は時分割で行わ
れるとともに、前記可視光像の表示部を有し、前記表示部における可視光像の表示は、ラ
マン散乱の検出時も継続されることを特徴とする請求項１から９のいずれかに記載の癌診
断装置。
【請求項１１】
　前記ラマン散乱の検知部分を特定する重畳表示位置は、前記撮像レンズのフォーカス調
節に応じて変化させられることを特徴とする請求項１から１０のいずれかに記載の癌診断
装置。
【請求項１２】
　前記ラマン散乱の検知部分を特定する重畳表示位置は、前記撮像レンズのズーミングに
応じて変化させられることを特徴とする請求項１から１１のいずれかに記載の癌診断装置
。
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